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最優秀賞 社会を支える建設業
愛知県立鶴城丘高等学校 総合学科　3年

金　子　　　勝

私は西尾市にある鶴城丘高校の三年生です。鶴
城丘高校は総合学科で、普通科の科目を学ぶだけで
はなく、工業、商業、農業などの様々な科目を学ぶこと
ができます。
高校に入学するまでは、土木や建設について特に

関心のなかった私ですが、一年生の時に学んだ測量
や、土木施工の実習を通して、土木や建設に興味を
持つようになりました。
今までは意識したこともありませんでしたが、土木

や建設にもいろいろなものがあります。多くの場合は、
水の治水から始まり、集落を形成するための設計や
施工、そして集落間を結ぶ道路を作り、そこから文化
が形成される。大げさな話ではなく、社会を支えてい
るのが建設業だと思います。
実際に私の周りを見ても道路、トンネル、鉄道、港湾、

橋、上下水道、ガス、電気など生活に欠かすことのでき
ないものの多くは、建設によって作り出されています。
そして、それらがなければ、便利で安全な暮らしを

送ることができず、今の私たちの生活は建設という
『縁の下の力持ち』によって支えられていることは言う
までもありません。
私は、高校でそういった事実を一つ一つ知るなか

で、改めて土木や建設業の大切さを実感するととも
に、私自身も「将来は土木や建設に携わる仕事をした
い」と考えるようになりました。
土木などの仕事に携わっていくには、設計技術者

や現場技術者になる必要があります。設計技術者は
道路やトンネル、橋などを設計し、完成イメージを作る
仕事で、現場技術者は設計技術者のイメージを形に
する仕事だと思います。当然、どちらが欠けても仕事
が成り立ちません。
そして、実際の仕事をするためには、その仕事をす

るために資格を必要とするものも多いと思います。土
木工事の施工計画を作成し現場の責任者として仕
事をするためには土木施工管理技士の資格が必要
となります。公園の工事や緑地化工事の施工管理を
するには造園施工管理技士の資格が必要となりま
す。その他にも測量士、電気工事施工管理技士、建
築施工管理技士などあります。
中には資格がなくてもできる作業もありますが、仕

事として誰からも安心して任せてもらうためには、資
格が重要になります。そして現場の技術者として仕事

をするうえでは、特殊車両にかかわる免許や、特別教
育を修了する必要があります。
私は高校生活で、平板測量、トランシット測量、水準

測量、コンクリート打設などの土木施工、生垣の刈り込
み、ドラグショベルの運転などの様々な実習を経験して
きました。そのおかげで、「やりがい」を実感することが
できました。
これまでは、土木や建設業が社会を支えていると聞
いても、漠然としたイメージでしたが、実際に実習を終
えた後に感じた達成感は他に変え難いものでした。
だからこそ私は、鶴城丘高校を卒業後、大学の工学

部に進学したいと考えています。高校３年間で農業や
工業など様々な分野を比較する中で選んだ土木、建
設業について、より深く学びたいと思っています。そし
て、土木、建設の何を専門にしていくか、自分自身の将
来を模索したいと考えています。
大学での勉強は、設備なども充実しており、より専門

性が高い内容になると思います。私にとっては難しくて
挫折しそうになることもあるかもしれませんが、高校の
実習で一つのことを成し遂げた時の達成感を胸に、こ
つこつと努力をしていきたいと思います。
私の周りには、就職試験を控えた友人がたくさんい

ます。その多くは自動車関連の技術職や、販売、サービ
ス、福祉といった職種を希望する人が多いです。その
一方で土木や建設業を目指すという友人はほとんどい
ません。
それは、土木や建設業にやりがいがないのではな

く、仕事が少ないのではという不安が大きいのだと思い
ます。
しかし、土木や建設業には社会を支えるという大切
な使命があります。１９９０年代からはトンネルや橋、水
道管などの老朽化による事故などが相次いでいます。
そして東日本大震災により失われたインフラの整備な
ど国を挙げて取り組むべき課題もたくさんあります。
私たちが安心して暮らしていくために、こうした問題

を一つずつ解決していかなければなりません。そこに
は土木や建設業の力が必ず必要になります。
私はまだ土木や建設業に携わることはできません

が、大学で多くのことを学び、卒業後は即戦力となれる
資格を身に付け、技術力と指導力を持った技術者にな
りたいと思います。そして、建設業界の一員として社会
を支えていきたいと思います。
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優秀賞 建設業なんて
愛知県立半田工業高等学校 建築科　3年

新　美　吉　基

建設業なんて「きつい」し「汚い」し「危険」と言わ
れ、この「３Ｋ」が世間に強い印象を与えています。
確かに夏は倒れてしまいそうな猛暑の中を作業して
いたり、冬には手足が凍ってしまいそうな寒さの中で
作業をしています。また、ホコリなども気にすることな
く、雨の中で泥などで汚れる事も多々あります。高所
での作業や建設機械などは、誤った使い方をすると
命を落としたり怪我をしたりしてしまいます。なのでこ
のイメージを完全に拭い去ることはできないと思いま
す。ですが、私はむしろこの「３Ｋ」の先に建設業の
魅力があるのではないかと思います。
私は現在半田工業高校で建築について学んで

います。私がこの高校で建築を学ぼうと思ったの
は、昔から家などの建築物を見ることが好きだった
からです。外観のキレイさや、無駄のないデザイン
や部屋の配置、個性的で自由な建築物を見ること
が好きだったという単純な理由でした。建築業につ
いての知識は、父親が建築関係の仕事に就いて
いますが、ほとんど無く単純に深い興味を持って入
学を決意しました。
高校に入学し建築について学んでいくにつれ

て、実際に「きつい」「汚い」「危険」というイメージ
を持っていた私でも、小さな部材や部品、多くの技
術を駆使して一つ大きな建築物を完成させるこの
業界に魅力を感じました。
高校生活では、たくさんの建築についての知識

を得ることができました。自分で家を設計すること
や、荷重などの複雑で細やかな計算をすること、設
計した家を図面に描く事、実際にものづくりを体験
したり見たりなど建築といってもたくさんの道がある
ことを知りました。この様々な経験の中で最も衝撃
的に感じた事は、高架橋の現場見学でした。国土
交通省からの発注ということもあり、工事関係者や
作業員の方が沢山いたり、多額のお金が使われて
いました。それぞれの業種の職人さんが集まり、少
しずつでも連日作業を続け何も無かった場所から

一つの大きなモノを造る所に人間の団結力を感じ、
この世界にとても魅力を感じました。その現場では、
現場監督さんから詳しく説明を聞き、毎日何気なく
使っている道路や橋など当たり前だったモノのほと
んどが建設業の力だった事を初めて気付きました。
そして、この仕事の重要さが身に染みるほど理解し
ました。「建設業は縁の下の力持ちなんだよ」この
言葉を今ではとても実感しています。日常ではあまり
大きく取り上げられることがありませんが、東日本大
震災時、破堤した堤防や段差のできた道路を二十
四時間体制で修復工事を行い、その結果見事に
短時間で工事は完了し、自衛隊による本格的な救
助活動が可能になったそうです。しかし、震災で建
設業が果たしてきた役割は、世間からも、マスメディ
アからもあまり認識されておらず、また評価もあまり
受けていないと言われています。実際に私もこの震
災についての事実は調べるまで知らず、非常時でも
献身的に活動している事を知りとても素晴らしい事
だと思いました。
そして特に建設業において魅力的に思えたこと

は「地図に残る」と言うことです。橋やダム、住宅など
は数十年数百年もの間地図に残ります。そしてそ
の間に沢山の人々や社会の役に立つ事ができま
す。社会の中でも積極的に汚れたり、体を動かす事
により日常生活に必要不可欠なモノを造り出し、そし
てよりよいモノにするため整備し進化し続けるのが
建設業です。
私はこの作文を書くに当たって、沢山の事を調べ

ました。それは全て驚く事ばかりでした。世間にも建
築業の事を少しでも知って貰うだけでイメージは百
八十度がらりと変わると思います。
建設業は「なんて」素晴らしい仕事なんだと。
 


